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運動会と陸上記録会が終わり、音楽祭・作品展に向けての取り組みなどが行われていることと思います。

子どもたちは行事が終わるごとに一段とたくましく成長していることでしょう。  

朝夕はぐっと冷え込むようになってきました。体にはくれぐれもお気をつけください。                                                               

 

 

 

 

各校で調査結果の分析をし、課題解決のために取り組みをされていると思います。 

黒潮町の分析結果は、学力向上委員会でお渡しする予定です。各学校の分析結果と 

合わせてご覧下さい。 

来年１月１１日（水）には、高知県学力定着状況調査とＣＲＴが行われます。 

 出題予定範囲（１２月末までの学習内容）を確認し、取り組みを進めていただきた 

いと思います。 

 また、小学校では、町独自で作成しています力だめしテストの活用をお願いします。 

データは各学校に配布されています。学年末の確認テスト・学期末のまとめ・冬休みの宿題・ＣＲＴ・

県版学力テストなどに向けて、漢字と計算の定着を図るために力だめしテストを活用してください。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

 

   高知県学力定着状況調査 

１月１１日（水） 

 

小学校第４学年・・・国語、算数 

小学校第５学年・・・国語、算数、理科 

中学校第１学年・・・国語、社会、数学、理科、外国語 

中学校第２学年・・・国語、社会、数学、理科、外国語 

 

          ＣＲＴ 

１月１１日（水）～１月１３日（金） 
小学校第１・２・３・６学年・・・国語、算数 

 
 

 

県学力定着状況調査 

合同自校採点会 

（中学校教科部会） 

1 月１６日（月） 大方中学校 

全教科（国語、社会、数学、理科、外国語） 

 

 

平成２８年度 黒潮町「税に関する作品」について 
 １０月２５日（火）締め切りで募集しています小学校３・４・５年生の習字の作品

は、１０月中に取りまとめ中村税務署に提出します。 

 また、昨年までのように、黒潮町としての「税に関する作品」は、平成２９年１月１

２日（木）締め切りで習字（３・４・５年生の習字作品は中村税務署に提出したもの

で対応します。）と標語を募集いたします。 

入選作品については、大方あかつき館・佐賀黒潮町総合センターで展示させていた

だきます。よろしくお願い致します。 
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全国学力・学習状況調査の活用について 
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        中学校教科部会（研究授業） 
今年も、黒潮町教育研究会 中学校教科部会を設置し各部会で研究を進めています。 

小中連携、小学校での教科専門力の向上の機会として、研究授業の際は小学校にも案内させていただい

ています。ぜひ、ご参加ください。（ご案内が大変遅くなりました。） 

１０月１８日（火）は、学力向上委員会が参加させていただくようになっています。 

部会の取り組み紹介 

 

各教科部会では、毎回、西部教育事務所指導主事を招いての研修を行っています。 

                        

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の部会でも、研究テーマを「○○科における言語活動の充実」とし、課題解決に向けて取り組みが進めら

れています。 

 

教科 研究授業日 時間 授業者（会場校） 

 

学年 単元名 

 

国語 
１０月１８日

（火） 

６時間目 

（１４：３０～１５：２０） 

澤近 史拓 

(佐賀中学校) 

１年 

「調べたことを報告

しよう」 

社会 
１１月２１日

（月） 
 

橘    学 

(佐賀中学校) 
 

数学 
１１月１８日 

(金) 

５時間目 

（１３：３０～１４：２０） 

坂本 留美 

(佐賀中学校) 

３年 

「相似」 

理科 
１０月１９日

（水） 

５時間目 

（１３：３０～１４：２０） 

篠田 圭子 

(佐賀中学校) 

１年 

「物質のすがた」 

英語 
１０月１３日

（木） 

５時間目 

（１３：３０～１４：２０） 

文野 美和 

(佐賀中学校) 

３年 
Let’s  Talk 

about Japanese 

Things.  

【数学部会】 

全国学力・学習状況調査の結果をもとに、正答率 40％未満で全国との差

▲５Ｐ以上の問題で「整数と自然数の違い」は何かを問う場面や「様々

な数の中から自然数や整数を判断する活動」を取り入れることを通して、

意味を理解できるように指導することが大切なこと等確認しました。 

【国語部会】 

実践交流では、各校生徒のノートを持ち寄り、1時間の授業の中で、

めあてに対しての振り返りを明確にしていくことを確認しまし

た。授業のはじめに、形成テストや漢字テストに取り組んでいる

こと、取り組みの方法についても交流しました。 

【英語科】 

２回目の教科部会までには、各校でＣＡＮ

－ＤＯリスト（学習到達目標）を作成しま

した。ＣＡＮ－ＤＯリストで学年末の生徒

のめざす姿を確認しました。 


